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平成 26 年（2014 年）12 月 19 日

H E A D L I N E S

政治

最大野党「法と正義」，戒厳令布告３３周年に統一地方選挙の不正を訴える

コモロフスキ大統領，「Ｖ４＋オーストリア＋スロベニア」首脳会合に出席

対ウクライナ物資支援

中央アフリカへの軍部派遣延長

シェモニャク副首相兼国防相，第３回中欧・中国首脳会合に出席

スヘティナ外相，他のＶ４外相と共にキエフ訪問

ポロシェンコ・ウクライナ大統領がポーランドを訪問
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経済

レヴァンドフスキ欧州議員がＮＥＣ新議長に任命される

経済省が経済見通しを上方修正

１人当たりのＧＤＰはＥＵ平均の６７％

１１月のインフレ率は－０．６％

ウクライナ問題はポーランドの化学メーカーに恩恵

コンパニア・ヴェングロヴァ社に新ＣＥＯが着任

再生可能エネルギー法は来年２月に施行見込み

クルチック・インベストメント社によるウクライナへのガス供給計画

Gaz-System社は北米からのＬＮＧ供給を交渉中

Gaz-System社，ウクライナとのガス輸送システムの連結に関するＦＳ調査に合意

大使館からのお知らせ                                                       

教科書配布開始のお知らせ（平成２６年度前期分）

大使館広報文化センターの開館時間について

東日本大震災義捐金受付について

文化行事・大使館関連行事

在ポーランド日本国大使館

ul.Szwolezerow 8， 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm
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政  治
内  政

最大野党「法と正義」，戒厳令布告３３周年に統一地

方選挙の不正を訴える【１３日】

１３日，最大野党「法と正義」（ＰｉＳ）は，戒厳令布

告３３周年に併せる形で「民主主義とメディアの自由

を擁護する行進」を主催し，同行進の後半にて１１月

の統一地方選挙が不正に操作されたものである旨

訴えた。一方，コモロフスキ大統領は，同３３周年に

際し，当時の反体制活動家４０名以上に勲章を授与

した。

コモロフスキ大統領，「Ｖ４＋オーストリア＋スロベニ

ア」首脳会合に出席【１１日・１２日】

１１日・１２日，コモロフスキ大統領は，プラハで開催

された「Ｖ４＋オーストリア＋スロベニア」首脳会合に

出席した。大統領は，会談後に，我々はロシア・ウク

ライナ紛争の観点における重要な問題において同じ

立場を共有した，また欧州全体のエネルギー安全保

障プロセスの深化に関連する非常に具体的な内容

につき議論した旨述べた。

対ウクライナ物資支援【１２日】

国防省スポークスマンは，来週中にウクライナ軍

に対し，今年８月に続いて２回目となる食糧及び衣

料品を含めた３００万ユーロ相当の人道支援物資を

送る旨発表した。

当地外務省は，国家消防局，物資予備庁及びＮＧ

Ｏと協力し，食糧等を積んだ約４０台のトラックを東

部ウクライナの一時避難民のためのセンターを組織

するためにハルキウに向けて１７日出発させる。

中央アフリカへの軍部派遣延長【１５日】

コモロフスキ大統領は，中央アフリカ共和国への

ポーランド軍部隊派遣（最大５０名の要員及び輸送

機）を２０１５年３月１５日まで延長することを発表した。

同部隊は，ＥＵによるＥＵＦＯＲ ＲＣＡ作戦に参加し

ており，当国要員は，主に治安維持及びパトロール

を請け負う軍警察部隊にて，暴動の防止及び照会

業務を行う。現在の当国軍部派遣費用は約５００万

ズロチ（約１．７億円）である。

シェモニャク副首相兼国防相，第３回中欧・中国首脳

会合に出席【１６日】

１６日，シェモニャク副首相兼国防相は，セルビア

で開催された第３回中欧・中国首脳会合に出席した。

同副首相は，中欧１６カ国の中国との貿易関係はこ

こ数年間発展しているが貿易不均衡は中欧諸国の

利益とならない，また「１６＋１」フォーマットは欧州と

アジアとの平和，安定及び発展のため対話の一部と

なるべきである旨述べた。今次首脳会合では，ワル

シャワにビジネス評議会常設事務局と投資情報交

換事務局が設置されることが決定した。

スヘティナ外相，他のＶ４外相と共にキエフ訪問【１６

日】

１６日，スヘティナ外相は他のＶ４諸国外相と共に

キエフを訪問し，ポロシェンコ大統領，スィロイド最高

会議副議長，最高会議各党院内総務及びクリムキ

ン外相と会談した。スヘティナ外相は，我々はウクラ

イナが欧州モデルの近代化路線を目指す強い国家

になって欲しいと考えており，ポーランドは同国の地

方分権改革を支援したい旨述べた。

ポロシェンコ・ウクライナ大統領がポーランドを訪問

【１７日・１８日】

１７日，ポロシェンコ・ウクライナ大統領がワルシャ

ワを訪問し，コモロフスキ大統領，コパチ首相等と会

談を行った。コモロフスキ大統領は，この機会に，ポ

ロシェンコ大統領立会いの下，ＥＵ・ウクライナ連合

協定の批准法案に署名した。同日，ポロシェンコ大

統領は下院演説を行い，ウクライナが非ブロック国

家としてのステータスを放棄しＮＡＴＯ及びＥＵへの統

合路線に向かうことを強調した。１８日，ポロシェンコ

大統領はルブリンを訪問し，ウクライナ人留学生との

面会及びポーランド・ウクライナ・リトアニア合同平和

維持部隊の視察を行った。

レヴァンドフスキ欧州議員がＮＥＣ新議長に任命【１５

日】

元予算担当欧州委員であったレヴァンドフスキ欧

州議員が，経済社会政策について首相に助言する

経済諮問会議（ＮＥＣ）の新議長に，ビエレツキ現議

長の後任として任命されることとなった。新議長候補

外交・安全保障

経    済

経済・財政政策
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として有力視されていたロストフスキ元財務大臣は

副議長となる予定。レヴァンドフスキ新議長はＥＵの

財政政策の推進派で，ＥＵ全域の税制導入を提唱し

ており，ポーランドのユーロ導入に対しても積極的な

姿勢を示している

経済省が経済見通しを上方修正【１６日】

経済省が２０１４年の経済成長率予測を，３．３％か

ら３．４％に上昇修正した。内訳として，消費が２．

６％から３．０％に引き上げられ，固定資本形成も６．

７％から１０．０％に上昇している。失業率も１２．５％

から１２．０％に修正されているが，鉱工業生産につ

いては，３．５％から３．３％に下方修正されている。

１人当たりのＧＤＰはＥＵ平均の６７％【１１日】

欧州委は，２０１３年のＥＵ加盟国の１人当たり

のＧＤＰを発表し，ポーランドはＥＵ平均の６７％で，

昨年引き続き加盟国中２３番目であった。第１位の

ルクセンブルクは，同２５７％，第２位はオランダと

アイルランドでともに１３０％となっており，ＥＵ経済

を牽引してきたドイツは１２２％に止まった。

１１月のインフレ率は－０．６％【１５日】

中央統計局（ＧＵＳ）によれば，１１月の消費者物

価指数（ＣＰＩ）は，前年同月比で１０月と同水準とな

る－０．６％となっている。前月比では，１０月の０．

０％から低下した－０．２％。１１月は食料品の他に

通信費の低下が顕著で前年同月比－０．７％とな

っている。また，コアインフレ率は，前年同月比で０．

４％，前月比で－０．１％となっている。

ウクライナ問題はポーランドの化学メーカーに恩恵

【１２日】

ポーランドの化学メーカーは，ガス価格の高騰に

よるウクライナの化学メーカーの生産や輸出減に

よる恩恵を受けている。Zch Police 社は，アンモニ

ア供給不足に対応するため生産能力を拡大してい

る。また，Ciech 社も，ウクライナの競合企業の生

産減に伴い販売を拡大している。

コンパニア・ヴェングロヴァ社に新ＣＥＯが着任【１３

日】

コンパニア・ヴェングロヴァ（ＫＷ）社の監査役会は

，同社の新ＣＥＯとして，Krztsztof Sedzinkowski氏を

指名した。同氏は，その直前の一週間ＣＥＯ代行を務

めていた。同氏は，ＫＧＨＭやボリシェフ等でＣＥＯを

務めたほか，多くのポーランド企業で役員会のメンバ

ーとなった経歴を持っている。

再生可能エネルギー法は来年２月に施行見込み 【１

５日】

ピエホチンスキ副首相兼経済大臣は，ラジオ番組

の中で再生可能エネルギー法の施行は来年２月にな

るだろうと述べ，また，現在経済省はそれに向けて作

業を急いでいるとも述べた。

クルチック・インベストメント社によるウクライナへの

ガス供給計画【１５日】

クルチック・インベストメント社の子会社であるPolen

ergia社は，ウクライナのガス会社Naftohaz社とともに

ウクライナへガスを供給する計画を検討している。同

計画では，ポーランドとドイツ及びウクライナとをそれ

ぞれ連結するパイプラインの建設を予定しており，２

０１８年から２０１９年の完了を見込んでいる。この計

画に関し，Polenergia社はシフィノウィシチェ天然ガス

基地の新たな需要を作り出すことになると主張してい

る。

Gaz-System社は北米からのＬＮＧ供給を交渉中 【１

６日】

Gaz-System社は，シフィノウィシチェＬＮＧ基地への

天然ガス供給に関し，米国２社及びカナダ１社との間

で交渉を行っている。同社によれば，交渉が順調に

進んだ場合，早ければ２０１８年～２０１９年には供給

が開始される。

Gaz-System社，ウクライナとのガス輸送システムの

連結に関するＦＳ調査に合意【１７日】

Gaz-System社は，ウクライナのガス輸送会社UkrT

ransGazとの間で，ガス輸送システムの連結に関する

ＦＳ調査に合意した。この合意に関する署名は，１７

日にコモロフスキ大統領及びポロシェンコ・ウクライナ

大統領の立ち会いの下，両社ＣＥＯが出席し行われ

た。

マクロ経済動向・統計

ポーランド産業動向

エネルギー・環境
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教科書配布開始のお知らせ（平成２６年度前期分）

現在，当館ホームページ上（http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/documents/kyoukasho26.pdf）にて，平

成 26 年度前期分の教科書配布をご案内しております。対象年齢のお子様がいらっしゃる場合には無料で教科

書を配布しております。受け取りを希望される場合には，その受取方法等をご確認いただければ幸いです。

大使館広報文化センター開館時間

月曜日 9:00 - 19:00 火曜～金曜日 9:00 – 17:00

当センターでは，日本関連行事や各種展示のほか，マンガコーナーを含む書籍の閲覧，本・ＣＤ・ＤＶＤ等の貸

出しを行っています。

イベント情報：https://www.facebook.com/JapanEmb.Poland

問合せ先：在ポーランド日本大使館広報文化センター（電話： 22 584 73 00 ，E メール：info-cul@wr.mofa.go.jp，

住所：Al. Ujazdowskie 51, Warszawa）

東日本大震災義捐金受付について

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成 27 年 3 月 31 日（火）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm

文化行事・大使館関連行事

〔開催中〕 私の目で見たポーランドの都市【10 月 ～12 月】

ヴロツワフ市にて，ナイーブ・民族アートギャラリー主催による絵画展『私の目で見たポーランド

の都市』が開催中です。阿山真也氏による作品が展示されています。

開催場所：ヴロツワフ市，ul. Kielbasnicza 31 

〔開催中〕 「竹と漆」池田巌展 【10 月 27 日 (月) ～１月 4 日（日）】

クラクフにて，日本美術技術博物館 Manggha 主催による『竹と漆』池田巌展が開催中です。池

田巌氏による竹と漆の素材の魅力をひきだした作品が展示されています。

開催場所：クラクフ，日本美術技術博物館 Manggha マンガ，ul. M. Konopnickiej 26

詳細：http://manggha.pl/exhibition/25

〔開催中〕 ポーランドの日本美術傑作展 【11 月 30 日 (日) ～5 月 18 日（月）】

クラクフにて，日本美術技術博物館 Manggha 主催による『ポーランドにおける日本美術傑作

展』が開催されます。葛飾北斎の東海道五十三次浮世絵をはじめとする浮世絵，彫刻，絵画に

加え，根付や屏風，着物，楽器，武具，刀剣など，多岐に亘るジャンルの日本美術品が展示され

ます。

開催場所：クラクフ，日本美術技術博物館 Manggha，ul. M. Konopnickiej 26

詳細：http://manggha.pl/exhibition/26

大使館からのお知らせ
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この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく， 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。

皆様からの情報提供をお待ちしています

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。）

【お問い合わせ・配信登録】

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                            

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。

在ポーランド日本国大使館 newsmail@wr.mofa.go.jp（ご連絡は電子メールでお願いします。）


